
清
瀬
市
郷
土
博
物
館

市
民
と
歩
ん
だ

40

開
館
か
ら
40
年
、清
瀬
市
郷
土
博
物
館
は
市
民
と
と
も
に

ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

資
料
の
収
集
・
展
示
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、

人
々
が
ふ
れ
あ
い
学
び
合
う
拠
点
と
し
て
歩
ん
だ
軌
跡
と
、

未
来
へ
の
挑
戦
を
紹
介
し
ま
す
。
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清瀬市郷土博物館

企画展

話題を呼んだ、ヒット企画展

郷土博物館の歴史を彩った数々の企画展。その
中から、多くの来場者を魅了し話題となった3つを
ピックアップ。当時の熱気とともに振り返ります。

　駅弁や車内販売、ビュッフェや寝台列
車の食堂車から、西武鉄道のレストラ
ン列車「52席の至福」まで――。列車
の中で味わう食事は、旅の記憶と重な
り、ひときわ特別なものです。そんな時
代とともに変化してきた「列車での食文化
」に焦点を当てた企画展です。
　今回、小田急ロマンスカーの代名詞である『走る喫茶室』の
伝統の継承を目指す「ロマンスカーミュージアム」と鉄道文化
財として歴史的価値が高い寝台列車『夢空間』の伝統の復活
に挑む清瀬市が、その歴史を改めて振り返るとともに、『夢空
間復活プロジェクト』クラウドファンディングのPRも行います。

清瀬駅開業100周年を記念した企画
展。懐かしい写真のほか、西武鉄道の協
力のもとレッドアローの実車カットボ
ディなども登場しました。

BE ST3
2024年6月--9月
清瀬駅100年の物語
～駅と ともに 歩んだマチ 清瀬～

2025年10月11日（土） -- 26日（日）　
清瀬市郷土博物館
2025年10月30日（木） -- 11月10日（月）

※10/19  きよせ市民まつり2025にロマンスカーミュージアムが参加

列車での食文化ストーリー
～想いを紡いでいく～

ロマンスカーミュージアム（神奈川県海老名市）

約14,000
人

入場
者数

清瀬ゆかりの漫画家谷口ジローの世界
を紹介した展覧会。清瀬を中心とする地
域をモデルとした原画を展示しました。

2023年1月-- 3月

歩く、描く　
谷口ジローと清瀬

4,187人

入場
者数

富士山を崇拝する人々で組織された「富
士講」。全国的に衰退しつつある中、現存
する中里の富士講に焦点を当てました。
口コミで評価され、図録が完売、再販し
ました。

2018年8月--9月

清瀬の富士講
―清瀬から富士を目指した人々―

737人

入場
者数

1995年

示
を
つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
清
瀬
駅

開
業
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
特
別
展
を
開

催
し
、
市
内
外
か
ら
１
万
４
０
０
０
人
を
超
え

る
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
は
、
常
設
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
、
展
示
ケ
ー
ス
の
配
置
を
工
夫
、
一
部
の

展
示
物
を
手
で
ふ
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
実
際
に
体
感
し
、
見
や
す
く
親
し
み
や
す

い
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
展
示
は
地

域
の
暮
ら
し
や
文
化
を
軸
に
し
つ
つ
、
時
代
ご

と
の
社
会
背
景
を
絡
め
て
紹
介
す
る
工
夫
も

重
ね
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
農
業
や
水
路
と
い
っ

た
清
瀬
な
ら
で
は
の
風
景
に
注
目
し
た
展
示

や
、
昔
の
生
活
道
具
を
通
じ
て
市
民
の
暮
ら

し
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
企
画
な
ど
、
訪
れ
る

人
の
身
近
な
記
憶
と
つ
な
が
る
仕
掛
け
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
徴
的
な
の
が
、
結
核
と
清

瀬
の
関
わ
り
の
歴
史
を
紹
介
す
る
展
示
で
す
。

清
瀬
に
は
昭
和
6
年
（
１
９
３
１
）
に
東
京
府

立
清
瀬
病
院
が
設
立
さ
れ
、
多
い
時
に
は
14
の

結
核
療
養
所
に
５
０
０
０
人
に
も
及
ぶ
患
者
が

療
養
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
長
い
結
核
と
の
闘
い

の
歴
史
の
中
で
、
市
内
で
は
乾
燥
B
C
G
ワ

ク
チ
ン
、
外
科
療
法
、
化
学
療
法
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
医
療
技
術
の
開
発
、
病
気
回
復
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
社
会
復
帰
、
福
祉
へ
の
取

り
組
み
、
国
際
協
力
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
展
示
で
は
、
当
時
の
病
院
街
の
様
子

や
療
養
生
活
を
伝
え
る
資
料
、
患
者
に
よ
る

俳
句
や
雑
誌
、
病
院
で
使
用
さ
れ
て
い
た
食
器

な
ど
の
出
土
品
を
紹
介
。
な
お
、
本
年
11
月
、

清
瀬
市
は
こ
の
歴
史
を
広
く
世
界
に
向
け
て

発
信
し
、
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
「
清
瀬
結
核
サ
ミ
ッ

ト
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

開
館
40
周
年
を
迎
え
た
今
、
東
野
館
長
は

「
今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

映
像
な
ど
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
展
示
手
法

の
検
討
も
必
要
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
清
瀬
市
。し
か
し
、

こ
の
地
に
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
は
変
わ

ら
ず
、
博
物
館
を
通
じ
て
次
の
世
代
へ
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
40
年
の
歩
み
の
中
で
、
多

く
の
市
民
が
展
示
づ
く
り
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
に

関
わ
り
、ま
ち
の
記
憶
を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
も
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
博
物
館
は
、
資
料
を
保
存
・
展
示
す

る
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、

地
域
の
文
化
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ

り
、
本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
清
瀬
の
歴
史
や
文
化
の
魅
力

を
発
信
す
る
と
と
も
に
「
ま
ち
の
記
憶
」
を

紡
ぎ
続
け
、
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
き

ま
す
。

　

清
瀬
駅
北
口
か
ら
ケ
ヤ
キ
ロ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
彫
刻
群
を
眺
め
な
が
ら
歩
く
こ
と
約
10
分
。

自
然
豊
か
な
場
所
に
郷
土
博
物
館
が
開
館
し
た

の
は
、
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）。
当
時
、
市
内

で
は
宅
地
開
発
が
進
み
、
新
た
に
清
瀬
に
移
り

住
む
人
々
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
新
た
な
住
民
は
、

こ
の
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、
古
く
か
ら
の

住
民
は
受
け
継
い
で
き
た
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る

―
―
。
世
代
や
立
場
を
越
え
て
人
々
が
ふ
れ
あ
い
、

郷
土
へ
の
理
解
や
愛
着
を
深
め
る
場
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。

　

博
物
館
の
大
き
な
役
割
は
、
歴
史
的
資
料
の

収
集
と
保
存
、
郷
土
文
化
や
伝
統
行
事
の
継
承

で
す
。
市
内
で
行
わ
れ
る
お
祭
り
な
ど
の
伝
統

行
事
の
取
材
や
、
と
き
に
は
古
い
建
物
や
蔵
が
取

り
壊
さ
れ
る
と
い
う
情
報
を
耳
に
し
、
所
有
者
の

了
承
を
得
た
う
え
で
貴
重
な
道
具
や
文
書
な
ど

の
資
料
を
保
全
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

学
校
や
文
化
・
芸
術
団
体
と
の
連
携
も
大
切
な

役
割
の
ひ
と
つ
で
す
。
学
校
の
授
業
や
社
会
科

見
学
も
受
け
入
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
広
い
世
代
が
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
直
接
ふ
れ

ら
れ
る
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

館
内
に
入
る
と
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
清
瀬

の
歩
み
を
た
ど
る
常
設
展
示
室
の
ほ
か
、
企
画

展
を
行
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

常
設
展
示
の
見
ど
こ
ろ
は
、
平
成
29
年
に

国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

「
清
瀬
の
う
ち
お
り
」
で
す
。
清
瀬
で
は
江
戸
時

代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
、
農
家
の
副
業
と
し
て

養
蚕
や
機
織
り
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

農
家
の
女
性
た
ち
は
売
り
物
に
な
ら
な
い
屑
眉
か

ら
引
い
た
絹
糸
や
木
綿
の
残
糸
で
家
族
の
た
め
に

布
や
着
物
な
ど
を
織
っ
て
い
ま
し
た
。「
清
瀬
の

う
ち
お
り
」
は
、
い
ま
ま
で
、
市
民
の
方
が
大
切

に
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
を
市
に
寄
贈
い
た
だ

き
、
市
民
の
方
が
収
集
・
整
理
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
貴
重
な
資
料
で
す
。
現
在
、
郷
土
博
物

館
の
民
俗
展
示
室
に
お
い
て
、
定
期
的
に
入
れ

替
え
を
行
い
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
古
民
家
を
模
し
た
「
伝
承

ス
タ
ジ
オ
」
が
あ
り
、
先
人
の
知
恵
や
暮
ら
し
の

技
を
体
感
で
き
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は「
染
物
教
室
」や「
う
ど
ん
打
ち
」
な
ど
、

地
域
の
郷
土
文
化
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
に
数
回
行
わ
れ
る
特
別
展
で
は
、
学
芸

員
が
テ
ー
マ
を
練
り
、
約
１
年
を
か
け
て
資
料

を
集
め
、
来
館
者
が
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
展

市
民
と
と
も
に
歩
み
続
け

記
憶
を
つ
な
ぎ
未
来
へ
伝
え
る

ふ
れ
あ
い
と
学
び
を
通
じ
て

清
瀬
の
歴
史
を
未
来
へ
伝
え
る

企
画
展
の
進
化
が
示
す

地
域
文
化
と
新
し
い
挑
戦

　地域の歴史を守り伝える
郷土博物館スタッフの皆さん
　結核の関連資料を常設展
示。清瀬の病院街の歴史を
知ることができます
　「清瀬のうちおり」常設展
示は季節によって入れ替わり
ます

周
年

1

1

23

2

3
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